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「指導と評価の一体化」のための 学習評価に関する参考資料 高等学校 情報 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r030820_hig_jouhou.pdf 

 

高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm 

 

県立高等学校教育課程課題研究（情報）の成果のページ 
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★ 高等学校学習指導要領解説情報編 ★                               

第３節 情報教育の中での共通教科情報科の位置付け （高等学校学習指導要領解説 P.９） 

１ 情報教育の目標 

・情報教育の目標の観点を「情報活用の実践力」，「情報の科学的な理解」，「情報社会に参画する態度」の

三つに整理している。今回の改訂においては，これを資質・能力の三つの柱に沿って再整理した。 

・なお，情報教育とは情報活用能力を育む教育である。 

 

２ ３観点（８要素）による情報活用能力の整理 （高等学校学習指導要領解説 P.９より加筆） 

 

 

３ 資質・能力の三つの柱に沿った情報活用能力の整理 （高等学校学習指導要領解説 P.12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育成すべき資質・能力の三つの柱 

 

４ 情報活用能力の育成 （高等学校学習指導要領解説 P.14） 

○ 情報活用能力とは，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉えて把握し，情報及び情報技術を

適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力

のことである。 
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イ 共通教科情報科における「見方・考え方」 （高等学校学習指導要領解説 P.７） 

・「情報に関する科学的な見方・考え方」については，「事象を，情報とその結び付きとして捉え，情報技術の適

切かつ効果的な活用（プログラミング，モデル化と

シミュレーションを行ったり情報デザインを適用したり

すること等）により，新たな情報に再構成すること」

である。 

・共通教科情報科は，小・中・高等学校の各教科

等の指導を通じて行われる情報教育の中核である。      情報に関する科学的な見方・考え方 

   （愛知県総合教育センター作成）     

第４節 共通教科情報科の目標 （高等学校学習指導要領解説 P.18） 

 
 

「情報Ⅰ」「情報Ⅱ」の目標 （高等学校学習指導要領解説 P.21，P.41） 

 

 

(1) 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 （高等学校学習指導要領解説 P.60） 

＜共通教科情報科における主体的・対話的で深い学び＞ 
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授業改善に向けた学習者の視点、授業者の視点 

             （主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について 国立教育政策研究所） 

 

 

（4） 他教科等との関連（一部抜粋） （高等学校学習指導要領解説 P.60） 

 
 

 ★ 高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編） ★                               

学習内容 （高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編））P.14，P.56，P.96，P.154） 

 １ 情報社会の問題解決 
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 ２ コミュニケーションと情報デザイン 

 

 ３ コンピュータとプログラミング 

 

 ４ 情報通信ネットワークとデータの活用 
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 ★ 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校情報 ★                               

評価の基本構造 （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.９） 

 

 

 

※「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 

① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付け 

たりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面 

② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 

という二つの側面を評価することが求められる。 
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観点別学習状況の評価 （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.８） 

【高等学校生徒指導要録】 

学習指導要領に示す各教科・科目の目標に基づき，学校が生徒や地域の実態に即して定めた当該教科・科目の目

標や内容に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し記入する。その際，以下のように区別して評価を記入する。 

 
 

観点別学習状況の評価の進め方 （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.37） 

 
 

情報Ⅰ（目標）の評価の観点の趣旨（例） （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.31） 
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１ 内容と内容のまとまりごとの評価規準（例） （高等学校学習指導要領解説 P.23，P.27，P.31，P.35） 

  （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.69～71） 

１ 情報社会の問題解決 

 

２ コミュニケーションと情報デザイン 
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３ コンピュータとプログラミング 

 

４ 情報通信ネットワークとデータの活用 
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「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.33） 

 

 

２ 単元の評価規準の作成のポイント （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.38） 

 

３ 指導と評価の計画 （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.43） 

【例】 情報社会の問題解決 （P.43 を参考に，総合教育センターで加筆・修正） 

２ 単元の評価規準 

 
３ 指導と評価の計画（13 時間） 
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＜各授業時間の指導のねらい，生徒の学習活動及び重点，評価方法等＞ 
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４ 観点別学習状況の評価 （「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P.43） 

(2) 評価の場面と記録 

一般的には，「記録する」評価を記載するための表を用意し，その表に記入された評価を基に総括を進めてい

くことが多いが，例えば「初めからよく努力し達成度が高かったが，記録する評価を行う時のみ達成度が偶然低く

なっている」ような生徒も想定される。これらケースなどは，特記事項を書く欄も用意し，必要に応じて総括の資

料に反映させる等の工夫も考えられる。  

 
評価表の例１ 

 

 
評価表の例２ 

 

(3) 単元における総括の進め方（例） 

ア 数値に変換し合計や平均値などを用いる方法 

ａ＝３，ｂ＝２，ｃ＝1 と点数化し，観点ごとに合計や平均値を求め，その数値を基に決める。 

  イ ａｂｃの数のパターンにより，あらかじめ総括された評価を決めておく方法 

２回分の評価がａａであればＡ，ｂｂであればＢなどのように，あらかじめパターンごとに評価を決める。 

その他 生徒の学習は指導の経過とともに深まると考えて，単元の後半の評価を重視する方法 

※単元における総括については，観点の特性に配慮して上記の方法を組み合わせるなど，様々な考え方や方

法がある。各学校において工夫することが大切となる。  


